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令
和
７
年
度
役
員
体
制 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

 

会 

長 

瀧 

澤 
  

功 

(

真
人
地
区
町
内 会

長
協
議
会) 

副
会
長 

佐 

藤 

和 

俊 

(

岩
沢
地
区
町
内
会
長
協
議
会) 

理 

事 

大 

矢 

逸 

夫 

(

川
井
地
区
町
内
会
長 

連
絡
協
議
会) 

理 

事 

関 
 

功 

(

大
字
塩
殿
協
議
会) 

  

相
談
役 

田
中 

淳 
(

市
議
会
議
員) 

 

相
談
役 

駒
井
和
彦 

(

市
議
会
議
員) 

相
談
役 

高
木
健
太 

(

市
議
会
議
員) 

 

会 

長 

挨 

拶 
 

 
 

 

会 

長   

瀧
澤 

 

功 
 

  

今
年
も
暑
い
夏
に
な 

り
そ
う
な
日
が
続
い
て 

い
ま
す
。 

 

南
部
地
域
の
連
携
を 

と
り
、
共
通
の
課
題
解 

決
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く 

こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
て
ま
い
っ
た
こ 

の
会
も
早
5
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
ま
す
向 

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
出
て
き 

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
残
念
な
が
ら 

地
域
の
活
力
が
高
齢
化
が
進
む
と
共
に 

徐
々
に
低
下
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
て
い 

る
と
感
じ
ま
す
。 

少
し
で
も
地
域
の
住
民
が
安
心
で
安
全
な 

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
住
み
や
す
い
地
域 

を
目
指
し
て
活
動
し
て
ゆ
く
よ
う
に
皆
で 

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

子
ど
も
の
数
の
減
少
に
よ
り
市
内
の
学 

校
の
在
り
方
を
検
討
す
る
方
向
に
な
っ
て 

き
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
を
充
実
し
た
も 

の
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の 

か
? 
今
後
各
地
域
に
具
体
的
な
課
題
が 

投
げ
か
け
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
真 

剣
に
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大 

切
な
案
件
で
す
。 

 

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
地
域
を
維
持
し 

て
ゆ
く
こ
と
も
大
切
な
課
題
で
す
。
そ
れ 

ぞ
れ
の
地
区
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な 

が
ら
暮
ら
し
て
行
け
る
よ
う
に
取
り
組
み 

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で 

は
無
意
識
の
う
ち
に
互
助
活
動
が
行
わ 

れ
、
お
互
い
様
の
精
神
が
強
い
と
思
い
ま 

す
の
で
、
是
非
と
も
こ
れ
か
ら
も
続
け
て 

ゆ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
頂
き
た
い
も
の 

で
す
。 

 

そ
の
他
に
も
ま
だ
ま
だ
地
域
内
の
道
路 

や
農
地
、
河
川
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に 

も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
改
善
に
努 

め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
地
域
が 

よ
り
よ
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
も 

の
で
す
。 

何
を
や
る
に
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
意
識 

を
共
有
し
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は 

自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
が
活
性
へ
の
一
歩 

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま 

す
。 

南
部
地
域
町
内
会
長 

連
絡
協
議
会
理
事
会 

  

南
部
４
地
区(

真
人
、
岩
沢
、
川
井
、
塩 

殿
の
学
校
区
内 ) 

町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

の
理
事
会
が
５
月
８
日(

金)

午
後
６
時
３０ 

分
か
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
開
催
さ 

れ
、
前
年
度
事
業
報
告
と
令
和
７
年
度
の 

事
業
計
画
を
審
議
し
て
承
認
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

広
域
的
な
問
題
・
課
題
へ
の
対
応
や
主 

要
な
国
県
道
な
ど
へ
の
要
望
も
行
う
予 

定
と
し
て
い
ま
す
。 

                      

【
要
望
書
提
出
】 

 

小
千
谷
市
南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協 

議
会(

会
長
瀧
澤
功)

は
４
月
の
町
内
会
長 

会
議
で
市
か
ら
提
案
さ
れ
た
除
雪
会
議
の 

中
止
に
つ
い
て
、
地
域
事
情
な
ど
か
ら
継 

続
が
必
要
と
し
、
従
来
通
り
真
人
・
岩 

沢
・
川
井
・
塩
殿
町
内
を
対
象
と
し
て
南 

部
地
域
の
除
雪
会
議
を
開
催
す
る
よ
う
に 

小
千
谷
市
へ
要
望
書
を
７
月
２
日
に
提
出 

し
ま
し
た
。 

 

芋
時
町
内
ス
タ
ー
ト 

 

 

 

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
芋
坂
及
び
時 

之
島
町
内
会
は
行
政
区
を
統
合
し
、
新
た
な 

行
政
区(

町
内)

を
新
設
し
、
町
内
名
を
芋 

時
町
内
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

  
 

                 

芋
坂
町
内
と
時
之
島
町
内
が
統
合
し
５６

世
帯
の
芋
坂
町
内
が
誕
生
し
、
町
内
合
併 

を
お
祝
い
す
る
祝
賀
会
が
４
月
２７
日(

日) 

に
芋
時
集
会
場
で
開
催
さ
れ
、
新
た
な
門 

出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

 

開
式
に
あ
た
り
初
代
町
内
会
長
に
就
任 

し
た
大
渕
孝
行
氏
は
「
両
町
内
は
長
い
歴 

史
が
あ
り
、
芋
坂
に
お
い
て
は
寛
永
１５
年 

に
開
村
と
の
記
述
も
あ
る
。
ま
た
両
町
内 

は
共
通
の
文
化
と
日
常
生
活
に
お
い
て
も 

密
接
な
関
係
を
持
ち
、
様
々
な
行
事
を
一 

緒
に
行
っ
て
き
た
。
先
人
た
ち
は
そ
の
長 

い
歴
史
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
町
内
を
守 

り
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
た
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
芋
時
町
内
の
新
た
な
歴
史
が
始 

ま
る
。
住
み
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
町 

内
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。」
と 

挨
拶
し
た
。 

 

熊 

に 

注 

意 

!! 
  

市
内
で
の
熊
、
イ
ノ
シ
シ
目
撃
情
報
が 

増
え
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
南
部
地
区 

近
辺
で
も
熊
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま 

す
。
６
月
２６
日
山
辺
地
区(

上
片
貝)

、
６ 

月
２７
日
真
人
地
区(

源
藤
山)

、
７
月
１
日 

山
辺
地
区(

上
坪
野)

、
７
月
２
日
真
人
地 

区(

芋
時)

、
７
月
１４
日
真
人
地
区(

北
山) 

で
熊
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
千
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ク
マ 

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ 

り
、
「
出
会
わ
な
い
た
め
に
大
切
な
こ 

と
」、「
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き]

な
ど
の 

対
処
や
目
撃
し
た
時
の
連
絡
先
や
内
容
が 

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く 

だ
さ
い
。 

 

小
千
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

Q

R
コ
ー
ド
と
ア
ド
レ
ス
で
す
。 

         

ミックス 
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熊
の
爪
痕 
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南
部
地
域
教
育
懇
談
会 

 
 

 
 

 
 

南
小
・
中
学
校
区 

  

７
月
18
日(
金)

午
後
６
時
か
ら
プ
ラ
ザ 

片
山
を
会
場
に
南
小
中
校
区
内
の
南
部
地 

域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
４
地
区
代
表
者 

と
相
談
役
の
地
元
市
会
議
員
に
P

T

A
、

後
援
会
代
表
等
と
南
小
中
学
校
及
び 

塩
殿
地
内
の
総
合
支
援
学
校
の
各
校
長
、 

教
頭
の
教
育
関
係
者
が
集
ま
り
、
昨
年
に 

続
き
南
部
地
域
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ 

れ
、
学
校
と
地
域
と
の
総
合
理
解
を
深
め 

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
学
校
の
報
告
や 

出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

 

会
で
は
各
学
校
の
取
り
組
み
状
況
や
、 

出
席
者
か
ら
教
育
課
題
等
の
一
言
を
添
え 

て
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
P

T

A
役 

員
の
選
考
問
題
も
出
さ
れ
た
ほ
か
、
田
中 

議
員
、
小
・
中
後
援
会
長
の
福
島
県
湖
南 

小
・
中
学
校(

全
校
１
０
６
名)

の
義
務
教 

育
学
校
へ
の
視
察
に
よ
る
報
告
を
受
け
、 

今
後
の
参
考
に
役
員
等
の
視
察
の
取
組
み 

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
当
日
田
中
淳
前
南
小
学
校
後
援 

会
長
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

                

【
南
部
地
域
町
内
会
長 

親
睦
懇
談
会
】 

 

８
月
２
日(

土)

午
後
6
時
30
分
か
ら 

竹
屋
を
会
場
に
南
部
地
域
町
内
会
長
親
睦 

懇
談
会(

南
小
中
学
校
区)

が
宮
崎
市
長
と 

地
元
市
議
会
議
員
３
名
を
来
賓
に
開
催
さ 

れ
ま
す
。 

 

真
人
、
岩
沢
、
川
井
、
塩
殿
地
区
の
状 

況
報
告
や
広
域
的
な
問
題
や
課
題
の
解
決 

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
予
定
さ
れ
て
い
ま 

す
。
地
域
の
皆
様
も
広
域
的
な
解
決
が
必 

要
な
事
項
な
ど
の
情
報
提
供
や
提
案
が
あ 

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【 
危
険
建
物
撤
去 

】 
 

岩
沢
地
域
が
長
年
要
望
し
て
き
た
、
岩 

沢
桂
地
内
の
１
１
７
号
線
歩
道
脇
の
危
険 

建
物
の
撤
去
が
令
和
６
年
１０
月
に
小
千
谷 

市
建
設
課
、
防
災
安
全
課
と
解
体
業
者
が 

集
合
し
、
山
田
防
災
安
全
課
長
が
条
例
に 

基
づ
き
「
行
政
代
執
行
」
を
宣
言
後
に
解 

体
工
事
に
着
手
し
、
道
路
に
面
し
た
建
物 

が
１１
月
末
に
除
外
と
な
り
、
１２
月
か
ら 

歩
道
の
規
制
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。 

              

南
小
中
学
校
合
同
講
演
会 

 

６
月
５
日(

木)

南
小
中
学
校
合
同
学
校
保 

健
委
員
会
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、 

講
師
と
し
て
お
笑
い
芸
人 

横
澤
夏
子
さ
ん
の
母
親 

で
、
糸
魚
川
ス
ク
ー
ル
カ 

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
横
澤
富
士 

子
さ
ん
を
招
い
て
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

講
演
は
２
部
構 

成
で
行
わ
れ
、 

前
半
は
児
童
・ 

生
徒
と
そ
の
保 

護
者
を
対
象
と 

し
、
後
半
は
一 

般
対
象
に
開
か 

れ
ま
し
た
。 

横
澤
講
師
は 

「
相
手
の
話
を 

聞
く
こ
と
の
大 

切
さ
や
、
反
抗 

期
は
自
立
の
現 

れ
、
信
じ
て
任 

せ
待
つ
。
そ
し 

て
温
か
く
見
守 

っ
て
あ
げ
る
事 

が
大
切
。
」
な 

ど
、
児
童
・
生 

徒
や
保
護
者
な 

ど
に
貴
重
な
話 

を
し
ま
し
た
。 

  

万
灯
「氣
づ
南
會
」御
礼 

 

氣
づ
南
會
会
長 

庭 

野 

優 

也 
  

南
部
地
区
の
皆
様
の
今
年
も
多
大
な
る 

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
陰
様
で
今
年
も
無
事
に
万
灯
の
制
作
に 

取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す 

 

今
年
も
会
員
で
力
を
合
わ
せ
、
一
か
ら 

万
灯
を
制
作
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の 

皆
様
に
私
た
ち
の
頑
張
り
を
お
披
露
目
す 

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
! 

 

今
後
も
地
域
と
会
員
が
元
気
に
な
る
よ 

う
な
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思 

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守 

っ
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                      

※
氣
づ
南
會
万
灯
の
地
域
内
の
運
行
や
乗

車
希
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
団
体
か

ら
周
知
さ
れ
る
文
書
に
留
意
し
て
ご
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。 

     

【
編
集
後
記
】 

 

今
年
は
５
年
毎
の
国
勢
調
査
の
年
に
な
っ 

て
い
ま
す
の
で
１０
月
に
は
調
査
が
行
わ
れ 

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
る
と
小 

千
谷
市
や
集
落
別
の
人
口
や
、
各
年
齢
層
の 

デ
ー
タ
、
高
齢
者
の
状
況
な
ど
の
数
値(

小 

地
域
集
計)

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ 

し
て
こ
の
数
値
を
活
用
し
、
小
千
谷
市
や
地 

域
別
の
将
来
人
口
な
ど
の
推
計
を
行
い
、
そ 

の
結
果
を
見
え
る
化
し
、
よ
り
見
易
く
、
解

り
易
く
し
て
、
住
民
皆
様
の
今
後
の
話
合
い

の
「
タ
ネ
」
と
し
て
活
用
も
出
来
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
の
デ
ー
タ
実
績
か
ら
、
ど
の 

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
も
確
認
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹 

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ミ
ッ
ク
ス
７
号
会
報
誌
担
当 

 

真
人
地
区
地
域
づ
く
り
支
援
員(

渡
邊) 

※
左
記
の
真
人
の
人
口
は
R
２
年
以
前
の 

デ
ー
タ
か
ら
将
来
推
計
し
た
一
部
で
す
。 

                     

手作り万灯制作中 
出来上がりをお楽しみに!! 

2024 氣づ南會万灯 

田
中
淳
氏(

右)

は
田
中
稔

新
小
学
校
後
援
会
長
か
ら

感
謝
状
と
花
束
の
贈
呈
を

受
け
ま
し
た 
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【 

地
区
別
人
口
構
成 

】 
 

人
口
の
減
少
と
多
老
化(

高
齢
化)

が
課 

題
と
し
て
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま 

す
。
小
規
模
な
地
区
ほ
ど
そ
の
現
象
は
早 

く
表
れ
て
お
り
、
課
題
解
決
や
取
り
組
み 

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
お 

い
て
も
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、 

小
千
谷
市
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
か
ら
頂
い 

た
資
料
か
ら
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。
皆 

様
の
話
合
い
の
「
タ
ネ
」
と
し
て
も
ご
利 

用
く
だ
さ
い
。 

 

市
内
12
地
区
の
人
口
構
成 

 

図
１
で
は
地
区
別
の
子
供(

１４

歳
以 

下)

と
高
齢
者
、
内
後
期
高
齢
者
と
高
齢
化 

率
に
つ
い
て
表
示
し
ま
し
た
。 

※
山
辺
地
区
の
数
値
か
ら
塩
殿
地
区(

塩 

殿
・
卯
ノ
木
・
細
島
・
上
坪
野)

を
取
り
ま 

と
め
た
数
値
を
再
掲
し
ま
し
た
。 

 

図
の
中
に
南
部
４
地
区
と
小
千
谷
市
全 

体
の
項
目
別
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
人
口 

割
合
も
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
図
の
一
番
下
の
凡
例
の
下
に
は
小 

千
谷
市
全
体
の
数
値
を
表
示
し
ま
し
た
。 

 

２
人
に
1
人
が
高
齢
者 

 

西
小
千
谷
、
東
小
千
谷
、
城
川
地
区
、 

千
田
地
区
で
は
高
齢
化
率
は
40

%
を
割 

り
込
ん
で
い
ま
す
。
一
番
低
い
城
川
地
区 

で
は
約
30

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
の
地
区
は
中
山
間
地
域
を
主
体 

に
4０
％
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
真
人
地
区 

と
川
井
地
区
で
は
約
50

%
の
数
値
と
な 

り
、
2
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て 

                                  

い
ま
す
。 

ま
た
、
14
歳
以
下
の
人
口
割
合
は
市
内
平 

均
で
9.

68

%
に
対
し
、
真
人
地
区
で
は 

6.

06

%
と
低
く
、
超
少
子
高
齢
化
と
な 

っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
数
で
は
真 

人
、
岩
沢
で
3
割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                                  

                                        

                                        

ミックス 
   ( M I K S ) 
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高 齢 化 率 

データ 市福祉課高齢福祉係 図 1 

図 2 

図 3 

図 4 図 5 

人　口 割　合 人　口 割　合

川　井 399 37 9.27% 98 24.56%
岩　沢 614 51 8.31% 167 27.20%
真　人 874 53 6.06% 252 28.83%
塩　殿 343 30 8.75% 70 20.41%

小千谷 32,357 3,132 9.68% 6,979 21.57%

地区名 人　口　
１４歳以下 ７５歳以上(後期高齢者)

２人に１人
が高齢者 

343 30 142 80 41.40% 

・6 軒に1 軒が

高齢者のみ世帯 

・8.6 軒に1 軒

が一人世帯 

・3.6 軒に1 軒が

高齢者のみ世帯 

・2.7 軒に

1 軒が高齢

者のみ世帯 

・4.1 軒に1

軒が一人世帯 

・2.7 軒に

1 軒が高齢

者のみ世帯 

・卯ノ木町内以外の高齢

化率の数値は低い傾向 

・地区平均の

高齢化率は約

50% 

人 

口

特 

集 

・3.8 人に1 人

が後期高齢者 

・2.4 人に1 人

が後期高齢者 
・2.4 人に

1 人が後期

高齢者 
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図
６
の
真
人
地
区
で
は
、
一
人
暮
ら
し 

を
含
め
た
高
齢
者
の
み
の
世
帯
割
合
が
36

%
で
、
内
一
人
暮
ら
し
の
割
合
が
17

% 

で
あ
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
想
定
さ
れ 

ま
す
。 

 

図
７
で
は
真
人
地
区
の
６
集
落
で
１４
歳 

以
下
の
子
供
が
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
集
落 

で
は
若
者
も
少
な
く
高
齢
化
率
が
高
い
多 

老
化
の
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
村
、 

芋
坂
、
時
之
島
で
は
１４
歳
以
下
の
子
供
の 

割
合
が
１
割
以
上
を
超
え
て
い
ま
す
。 

                             

ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
割
合
は
上
沢
、
干

三
集
落
で
も
３
人
に
１
人
の
割
合
で
す
。 

 

図
８
、
図
９
の
岩
沢
地
区
で
は
中
山
間

地
域
で
の
集
落
が
終
末
を
迎
え
、
大
崩
、

岩
山
集
落
で
も
人
口
が
減
少
し
、
１４
歳
以

下
の
子
供
も
皆
無
と
な
り
多
老
化
の
集
落

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

桂
、
山
谷
、
市
ノ
口
集
落
で
は
他
地
区

と
比
較
し
て
高
齢
者
の
人
口
割
合
は
低
め

の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
地
区
合
計

で
見
た
ひ
と
り
暮
ら
し
を
含
む
高
齢
者
の

み
世
帯
割
合
は
3.4
世
帯
に
1
世
帯
。 

                             

1
人
暮
ら
し

の
割
合
は
5.5

%
で
後
期
高

齢
者
の
割
合

は
26

.4

% 

で
す
。 

                                  

                                        

市
内
の
児
童
・
生
徒
数 

  

市
内
の
児
童
・
生
徒
数
に
つ
い
て
、
令 

和
7
年
5
月
1
日
現
在
の
状
況
を
表
１ 

で
表
し
ま
し
た
。
現
在
の
南
小
・
中
学
校 

や
他
行
の
状
況
を
確
認
し
、
話
し
合
い
を 

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

図
1０
は
小
千
谷
市
の
人
口
減
少
段
階
の 

推
移
を
見
た
も
の
で
、2

0
2

0

年
を 

1
0

0

と
し
た
指
数
で
将
来
を
推
計
し
て
い 

ま
す
。(

資
料:

小
千
谷
市
総
合
戦
略 

第
二 

改
訂
版
よ
り
抜
粋) 

 

高
齢
者
人
口(

紫)

は
緩
く
減
少
し
て
ま 

す
が
、
総
人
口(

青)

、
生
産
人
口(

緑)

は
右 

肩
下
が
り
で
減
少
、
10
年
後
の

2
0

3
0

 

年
に
は
約
15

%
減
を
推
計
し
て
い
ま
す
。

年
少
人
口(

赤)

は
さ
ら
に
減
少
が
著
し
く 

10
年
後
の

2
0

3
0

年
に
は
約
35

%
減 

少
す
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ 

い
て
皆
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

                  

令和７年度児童・生徒数見込み(令和７年５月１日現在)

学　校　名 合計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

小 千 谷 小 学 校 645 101 109 100 96 120 119

東 小 千 谷 小 学 校 210 38 35 32 38 36 31
吉 谷 小 学 校 39 5 6 2 8 8 10
千 田 小 学 校 140 17 31 18 26 27 21
泉 小 学 校 50 5 8 8 13 7 9
南 小 学 校 83 14 9 12 13 19 16
片 貝 小 学 校 140 31 15 28 23 21 22
総合支援学校(塩殿) 20 3 2 1 5 4 5

小 学 校 計 1327 214 215 201 222 242 233

学　校　名 合計 １年 ２年 ３年

小 千 谷 中 学 校 413 124 141 148

東 小 千 谷 中 学 校 130 50 32 48
千 田 中 学 校 110 40 28 42
南 中 学 校 47 13 16 18
片 貝 中 学 校 95 37 30 28
総合支援学校(塩殿) 14 2 8 4

中 学 校 計 809 266 255 288

資料 : 教育保育課 

図 6 

図 7 

図 8 図 9 

・2.7 軒に1

軒が高齢者

のみ世帯 

・5 軒に1

軒が一人世

帯 
・5 軒に1 軒

が一人世帯 

・3.7 軒に1 軒が

高齢者のみ世帯 

・8 割

が高齢

者のみ

世帯 

３７ 

・2.3 人に

1 人が後期

高齢者 

・3.2 人に

1 人が後期

高齢者 

・3.1 人に

1 人が後期

高齢者 

表 1 

図 10 

山間地の集落は終末を迎え集落の
要件が満たさなくなりました。 

・3.人に2

人が高齢者 


